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１．組織の使命（ありたい姿）

２．組織の抱える課題（現状）

３．今年度の『スローガン』

４．今年度の方針

５．今年度の重点取組項目

（２）

実現したい成果 投票環境向上のための施策の実施と検討

取組内容

・出張期日前投票所開設、バスタクシー割引券発行など、投票機会確保のための施策の一層の利用者増加に向
けた取組を行う
・投票支援カードとコミュニケーションボードについて、必要とする方への利用につなげられるよう、機会をとらえ周
知する
・人口減少や施設老朽化等に対応するため、投票区や投票所の見直し計画を策定する

（３）

実現したい成果 選挙啓発活動の推進

取組内容

・これまでの啓発活動を検証し、今年度の活動について計画し実施する
・横手市教育委員会と連携し、児童生徒及び保護者や家族の意識向上に向けた市内小中学校における選挙啓
発出前講座を実施する
・年代を問わず利用者が増加しているYouTubeを使った選挙啓発CMを導入する

①投開票における正確性の確保と開票作業の迅速化
②地域の実情等を踏まえた投票環境の向上
③人口減少や施設老朽化等に対応するための投票区・投票所の適宜見直し
④投票率向上に向けた若年層を中心とした幅広い世代への選挙啓発

適正かつ円滑な執行と、投票率の向上を目指して

①選挙事務の適正かつ円滑な管理執行
②投票環境向上のための施策の実施と検討
③選挙啓発活動の推進

（１）

実現したい成果 選挙事務の適正かつ円滑な管理執行

取組内容

・秋田県知事選挙（令和7年4月6日執行）
・参議院議員通常選挙（任期満了：令和7年7月28日）
・市長、市議会議員選挙（任期満了：令和7年10月22日）の適正な管理執行を行う
・選挙事務に従事する職員の意識やスキルの向上に向けた取組を行う

令和7年度　
選挙管理委員会の方針書

選挙管理委員会
武藤　学

公職選挙法等の法令に基づき、選挙事務の管理執行を適正かつ円滑に行い、市民が投票しやすい環境
づくりと選挙啓発を積極的に推進する。



６．方針に対する年度上期（4月～9月）の取組状況

７．年度下期（10月～3月）に向けた課題と取組方針【ギャップと対策】

８．総括（取組みの結果と成果、次年度に向けた課題【結果と成果】）

■重点取組項目（１）選挙事務の適正かつ円滑な管理執行
・適正な選挙事務執行のため、新規採用職員へ選挙事務・開票事務の研修を実施（実施日5/23・対象職員26名）
・任期満了に伴う４月の県知事選挙並びに７月の参議院通常選挙の執行と、10月の市長選挙及び市議会議員選挙に向け
た準備事務
■重点取組項目（２）投票環境向上のための施策の実施と検討
・投票区見直しの時期や内容を検討するため、有権者数・投票率・期日前投票での投票率等の推移を整理
■重点取組項目（３）選挙啓発活動の推進
・市内小学校の協力を得て、選挙啓発出前講座を実施（大雄小学校：実施日6/26・出席児童6年生24人、大森小学校：実
施日6/30・出席児童6年生27人）
・市内小中高校から明るい選挙啓発ポスターの作品を募集。29点の応募があり、明るい選挙推進協議会委員による一次審
査を行い、県の二次審査へ15点を推薦

■重点取組項目（１）選挙事務の適正かつ円滑な管理執行
・10月の市長選挙及び市議会議員選挙に向けた着実な準備と適正かつ円滑な管理執行
■重点取組項目（２）投票環境向上のための施策の実施と検討
・移動期日前投票所の開設やバスタクシー券の配布など、今年度執行される選挙での利用状況を踏まえ、結果の検証と改
善を検討
・投票支援カードとコミュニケーションボードの周知による利用啓発
・投票区見直し計画の策定準備
■重点取組項目（３）選挙啓発活動の推進
・若年層及び保護者や家族の意識向上に向けた市内小中学校における選挙啓発出前講座の継続実施
・年代を問わず利用者が増加しているYouTubeやSNSを活用した効果的な選挙啓発の実施


